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令
和
2
年
6
月
、「
中
世
日
本
の
傑
作　

益
田
を
味
わ
う
―
地
方
の
時
代
に
輝
き
再

び
―
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
営
々
と
し
て
築
き
あ
げ
て
き
た

歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
で

あ
り
、
今
後
い
っ
そ
う
の
推
進
と
発
信
の

契
機
と
な
り
得
る
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
「
中
世
」
は
歴
史
の
時
代
区

分
の
ひ
と
つ
で
す
。
西
洋
史
で
は
古
代
、

中
世
、
近
代
、
現
代
の
4
つ
に
区
分
さ
れ

ま
す
が
、
中
世
は
と
も
す
れ
ば
「
暗
黒
時

代
」
と
さ
れ
ま
す
。
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の

輝
か
し
い
文
明
が
開
花
し
た
古
代
と
、
人

間
中
心
の
開
放
的
な
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
が

興
隆
し
た
近
代
と
の
狭
間
に
埋
没
し
、
華

や
か
な
印
象
に
欠
け
る
の
で
す
。

　

対
照
的
に
、
日
本
史
に
お
け
る
中
世
は

自
由
闊
達
な
時
代
で
す
。
そ
の
始
ま
り
に

つ
い
て
、
山
川
出
版
社
の
『
詳
説
日
本
史
』

は
実
に
端
的
に
記
述
し
て
い
ま
す
。「
院
政

期
に
は
、
私
的
な
土
地
所
有
が
展
開
し
て
、

院
や
大
寺
社
、
武
士
が
独
自
の
権
力
を
形

成
す
る
な
ど
、
広
く
権
力
が
分
散
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
、
社
会
を
実
力
で
動
か
そ

う
と
す
る
風
潮
が
強
ま
っ
て
、
中
世
社
会

は
こ
こ
に
始
ま
っ
た
」。
つ
ま
り
、
制
度
や

慣
習
が
形
が
い
化
し
、
中
央
に
よ
る
統
制

が
緩
み
、
実
力
こ
そ
が
も
の
を
い
う
よ
う

に
な
っ
た
の
が
中
世
だ
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
は
必
然
的
に
、
地
方
に
群
雄
が
割
拠
す

る
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

歴
史
を
た
ど
る
と
、
益
田
人び
と

が
ま
さ
に

才
覚
と
胆
力
で
乱
世
を
生
き
抜
い
た
軌
跡

が
見
え
て
き
ま
す
。
林
野
や
鉱
山
か
ら
産

出
さ
れ
る
材
木
や
鉱
物
は
、
日
本
海
を
越

え
た
国
内
外
と
の
交
易
に
よ
り
さ
ら
な
る

富
の
根
源
と
な
り
ま
し
た
。
中
世
を
通
じ

て
当
地
の
領
主
で
あ
り
、
一
方
で
は
海
洋

領
主
的
性
格
を
も
併
せ
持
っ
た
益
田
氏
は

盤
石
の
経
済
基
盤
を
誇
り
、
地
形
を
活
か

し
た
堅
固
な
城
館
を
構
え
つ
つ
、
強
大
な

相
手
の
傘
下
に
入
る
と
き
に
は
巧
み
に
最

上
の
条
件
を
引
き
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

時
代
が
下
り
、
江
戸
末
期
に
は
長
州
藩
の

永
代
家
老
と
し
て
主
家
の
危
難
に
際
し
、

一
身
を
打
ち
捨
て
て
重
責
を
果
た
し
た
の

で
す
。

　
「
令
和
」
も
ま
た
、
多
少
の
意
味
合
い
の

違
い
は
あ
れ
、
地
方
の
時
代
で
あ
り
、
何

よ
り
も
実
力
が
問
わ
れ
る
時
代
で
す
。
先

人
の
英
知
と
決
断
を
鑑
と
し
、
当
市
の
発

展
を
期
し
た
い
も
の
で
す
。

日本遺産のまち益田の歩き方

  第5回  市立雪舟の郷
さと

記念館所蔵の文化財
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市
立
雪
舟
の
郷さ
と

記
念
館
は
、
平
成
2

（
1
9
9
0
）
年
10
月
6
日
に
、
雪
舟
終
焉

の
地
と
さ
れ
る
大た
い
き
あ
ん

喜
庵
の
隣
に
開
館
し
ま

し
た
。

　

当
初
は
、
雪
舟
の
作
品
の
複
製
を
展
示
す

る
予
定
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
ふ
る

さ
と
創
生
事
業
（
※
1
）
が
実
施
さ
れ
、
所

蔵
者
の
益
田
家
の
ご
厚
意
も
あ
り
、
益
田
市

は
雪
舟
筆
の
益
田
兼か
ね
た
か堯

像
を
購
入
し
ま
し

た
。
益
田
兼
堯
像
は
記
念
館
を
代
表
す
る
作

品
と
し
て
所
蔵
・
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
益
田
兼
堯
像
は
、
代
表
作
の
ほ
と
ん

ど
が
風
景
画
で
あ
る
雪
舟
が
描
い
た
人
物

画
と
し
て
、
そ
の
基
準
作
と
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
雪
舟
筆
と
さ
れ
る
人
物
画

で
、
最
も
間
違
い
な
い
作
品
と
考
え
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
作
品
自
体
の
出
来

と
、
描
か
れ
た
益
田
兼
堯
が
雪
舟
を
招
い

た
と
さ
れ
る
歴
史
的
な
背
景
に
よ
り
ま
す
。

東と
う
こ
う
じ

光
寺
（
大
喜
庵
の
前
身
）
の
住
職
竹ち
く
し
ん心

周し
ゅ
う
て
い鼎

に
よ
る
文ぶ
ん
め
い明

11
（
1
4
7
9
）
年
の
賛さ
ん

（
描
か
れ
た
人
物
を
称た
た

え
る
文
）
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
館
内
で
は
雪
舟
の
足
跡
を
パ
ネ
ル

展
示
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
中
世
の
益
田
を
知
る
う

え
で
重
要
な
古
文
書
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

安や
す
ど
み富

家
文
書
は
、
現
在
の
安
富
町
と
美
都

町
丸
茂
の
領
主
で
あ
っ
た
安
富
氏（
丸ま
る
も毛

氏
）

の
家
文
書
で
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に

か
け
て
の
古
文
書
15
点
か
ら
な
り
ま
す
。

　

周す
ふ布

家
文
書
は
、
現
在
の
浜
田
市
周
布
町

周
辺
の
領
主
で
あ
っ
た
周
布
氏
宛
の
文
書

5
点
で
、
い
ず
れ
も
陶す
え
は
る晴

賢か
た

の
下げ
こ
く
じ
ょ
う

剋
上
に
益

田
藤ふ
じ
か
ね兼

が
協
力
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
す
。

　

益
田
藤
兼
書
状
（
3
月
20
日
／
杵き
つ
き築

別べ
っ
か火

氏
宛
）
は
、藤
兼
が
杵
築
（
出
雲
市
大
社
町
）

に
特
権
商
人
的
存
在
を
置
い
て
、
日
本
海
交

易
の
便
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
も

の
で
す
。

場 

乙
吉
町
イ
1
1
4
9

石
見
交
通
バ
ス
浜
田
益
田
線
、
久
城
線
、

土
田
線
な
ど
。
雪
舟
記
念
館
バ
ス
停
徒

歩
7
分
。

※ 

１　

地
域
振
興
の
た
め
に
全
国
の
自
治
体
に
１

億
円
が
交
付
さ
れ
た
。
各
市
町
村
が
様
々
な
取

組
を
行
な
っ
た
。

雪舟筆「紙
しほんちゃくしょく

本著色益田兼堯像」
（重要文化財）


